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◆本書の特長 : 
・できるだけ数式を使わずに，本
質を平易に解説している．

・ほとんどすべての章で，医学文
献に基づく適切な例題を豊富
に示して解説している (JAMA, 
NEJM 等を中心に著者の論文を
含めて全部で 106 編の雑誌掲
載例題論文について解説．そう
した論文はWeb 上で検索し，
抄録，全文を読むことができるので非常に参考になる )．

・基礎統計の内容だけでなく「研究のデザイン」（2章），「データの管理」（3章）
といった疫学的概念やコンピュータを用いた研究も視野に入れた内容とな
っている．

・基礎統計として，「一変量統計」（4章），「二変量統計」（5章）を取
り上げているが，一変量統計は概念の紹介など簡単に触れ，医学研
究上よく利用する二変量統計に多くのページを割き，2変数間の関
連性の分析と検定について詳述している．

・「多変量解析」（6章）も取り上げているが，もう一つの書の導入編として
の位置づけではあるが，この章のみでも多変量解析の概念は理解できる．

・大きな特徴の一つであるが，「標本の大きさの計算」（7章）を取り上
げている点である．この章では，その計算において必要とされる要
素（有意水準や検出力など）との関連に触れると共に，具体的に試
用可能な統計ソフトを紹介している．

・「診断検査と予後検査の研究（予測的研究）」（8章）や「統計と因果関係」
（9章）では，臨床疫学の概念も取り上げると共に，最後にまとめと
して「研究発表」（11章）で論文投稿まで言及している．                       
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床疫学を学習した臨床家や，医学研究や看護研究を行うコメディカル
の方々にとっても，読みやすく本質的な概念を理解する上で有益な本
であると確信します．また，医療技術系の学生の方々にとってもでき   
るだけ読みやすくするために訳者注を付けさせていただきました．(「本
書 訳者序文」より抜粋 )
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⇒原注でもわかりにくい箇所では訳者注を
補足して読者が理解しやすいようにしていま
す ( 表 60 点，図 22 点，原注 170，訳者注
45)．

⇒ヒント，重要なポイントや言葉の定義をわ
かりやすく欄外のボックス内に提示してあ
りますので，本文を読みながら考え方をまと
めて，ポイントを確認することができます．

⇒本文中で引用して俎上に載せている論文
を原注で紹介しています．雑誌に掲載され
ている論文全部で 106 編あり，インター
ネット上で PubMed などを通じて検索し，
アブストラクトやフルテキスト，関連論文
等を閲覧することができるので，読者は統
計処理上の手順や内容を検討することがで
きます．その他にも書籍，データ，ソフト
に関するインターネット上のソース等も開
示している．
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・ できるだけ数式を使わずに，本質を平易に解説している．
・ ほとんどすべての章で，医学文献に基づく適切な例題を豊富に示して解説している (JAMA, NEJMを中心
に著者の論文を含めて 106 編の雑誌掲載例題論文について解説．インターネット上で検索しアブストラク
ト，全文を読むことができるので非常に参考になる．他にも書籍，インターネット上のソースを紹介 )．
・ 基礎統計の内容だけでなく「研究のデザイン」（2 章），「データの管理」（3 章）といった疫学的概念やコ
ンピュータを用いた研究も視野に入れた内容となっている．
・ 基礎統計として，「一変量統計」（4 章），「二変量統計」（5 章）を取り上げているが，一変量統計は概念
の紹介など簡単に触れ，医学研究上よく利用する二変量統計に多くのページを割き，2 変数間の関連性の
分析と検定について詳述している．
・ 「多変量解析」（6 章）も取り上げている．著者のもう一つの書 (Multivariable Analysis: A Practical Guide 
for Clinicians 邦訳『医学的研究のための多変量解析』，MEDSi) の導入編としての位置づけではあるが，こ
の章のみでも多変量解析の概念は理解できる．
・ 本書の大きな特徴の一つは，「標本の大きさの計算」（7 章）を取り上げている点である．この章では，
その計算において必要とされる要素（有意水準や検出力など）との関連に触れると共に，具体的に試用可
能な統計ソフト ( 例えば，Stata または SAS または Epi Info など ) を紹介している．
・ 「診断検査と予後検査の研究（予測的研究）」（8 章）や「統計と因果関係」（9 章）では，臨床疫学の概念
も取り上げると共に，最後にまとめとして「研究発表」（11章）で論文投稿まで言及している．　　　
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